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　空間の代数的・幾何的モデルとその周辺

有限全順序集合と順序写像のなす圏を ∆とおく。Kanらは ∆とよく似た圏 ∆st を導入し、そ

の組合せ論的な性質を用いてスペクトラムやそのスマッシュ積のモデルを作った。Verityらも ∆

とよく似た圏 t∆を導入し、その組合せ論的な性質を用いて弱 ω-圏に関する研究をした。

この講演ではこれらの研究を紹介し、それを踏まえてこの 2つの圏∆st と t∆によく似た圏を導

入する。そしてその圏の組合せ論的な性質を用いて、弱 ω-圏の安定化やそのスマッシュ積と呼べ

そうなものについて紹介する。
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